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【目的】
平成19年度より施行された品目横断的経営安定対策(以下,経営安定対策)において,一定
の要件を満たす集落営農が対象とされ,それに伴い全国で集落営農が急速に設立された.しかし,
そうした集落営農には組織としての実体を伴っていない｢補助金の受け皿組織｣が多いことが指
摘されており, ｢補助金の受け皿組織を,名実ともに地域農業の安定的な組織的担い手に育て上
げていくこと｣が地域農業の直近の課題であるといっていい. ｢経営多角化｣はその手段の1つ
であり,所得の確保や女性･高齢者の活用などの理由からもその必要性があると考える.本研究
の目的は,特に経営安定対策を契機に設立された集落営農を対象に, ①集落営農ならびに集落営
農における経営多角化の現状を分析することと, ②集落営農における｢労働力構成｣と｢経営多
角化｣の関係性を明らかにすることである.
【材料と方法】
まず,主に既存研究と統計データを基に,集落営農ならびに集落営農における経営多角化につ
いて現状を把握するとともに,事例として取り上げる2つの集落営農の位置づけを確認する.そ
の後,集落営農における経営多角化の事例として宮城県北部地域の2つの集落営農を対象として,
｢労働力構成｣と｢経営多角化｣の関係性について分析する.対象とするのは,経営多角化とい
う面では｢先進的｣であるA営農組合と, ｢展開途上｣であるB営農組合である.両営農組合の
組合長,会計･監査を担当する役員等-の聞き取り調査, 20歳以上のすべての構成員を対象に行っ
た意向調査,勤務表等を基に分析を行う.
【結果と考察】
既存研究と統計データの分析からは,第1に,経営安定対策を契機に設立された集落営農が,
それまでの集落営農とは経営形態や作目等で性格の異なる組織であるとともに,集落営農が地域
農業にとって大きな存在になりつつあることが確認できた.第2には,経営多角化の状況として,
特に｢水平的多角化｣, ｢垂直的多角化｣が展開していることがわかった.第3には,集落営農お
よび集落営農の経営多角化について, JAごとに取り組みに差があることが明らかになった.
事例研究では,第1に, A営農組合における経営多角化の展開要因から, ｢労働力構成｣が｢経
営多角化｣に影響していることが明らかになった.第2に, ｢経営多角化｣の展開による効果として,
｢労働力構成｣,特に構成員の経営参加-のモチベーションが積極的になることが明らかになった.
つまり,集落営農において｢労働力構成｣と｢経営多角化｣が相互に作用し合う関係にあると考
えられる.そのことから,集落営農の経営多角化において,初期の展開が特に重要であり,その
ために｢量｣と｢質｣両面で労働力を確保する仕組みづくり,適切な作目の選択等が求められる
と考える.
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